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県重苦手当の申請手続き著 f
所得制限b'大帽に緩和されます -5月中に手続き完了を~

.5月白申聞か5所得田対象年度b'蛮わります.
酔 5月の叩明童相の対象と怒る所得師向得(平成"叩)に変むります
平成7刷用融制以陽明軒闘している人で間四時開:江崎い人{明暗して開

刷版E週等で受けること伊でを"'，つ"人も倉町も斯得期限..・来淘(別褒・~I であれば期前月の蜜月分

"月申衝であmt6月分}から兜軍手当を受けるとと"でき表す
(這愈}
。現在児盆手当金受げている人IJ，'t'1o!<13Jf-1i現.凶で現f輔のf健"行、ます 15Jl.tに文@で過姐します，， 
0公硲Mは膿鳴での，諭と傘"ます

E霊童冨 .宣手当Ia.l¥lfi脅し忽いと費総するととができま"ん・.た 手‘突きが遣nると受信でき
る用抑制恥聞く眠時りますので順当の刊をは牌岨に

~噂舗 受付の臨時窓口を胴留します~

と竪… 511 1日閣-IS!lU魁で予日の午前9時

、午後4時 砂ところ一市役所 何部公民館

1'1'酬北丁目-'t一則前駅念欄)

議5必"日以降ば市役所抱.寝中各"'婦所"受
付します.なIl，n~渦がを突いた的 来場"公

共姐闘を酬しでくだれ、

〈申摘に必".モの〉

。印縄 本人が附倒する禍合"署名i代えるニkができSす}

。呼'.指針乞Z唱の銀行"胞のわかるもの
。その値 1r.11で流します}
〈支鎗期畑〉

児庄が6・6遣する 11以俺m際初旬 3illlUfで

〈支繍盆欄〉

第 1(-. 2 (-Il月齢附則子""値l叩

回置理署
同欄間担問蜘とおりです.醐肝写会開掛}に加入している

・合に隈O 児.手当の所得斜里.を超5をていても舛事例省付のF帳簿斬殴舗ヲ快調で.n.
手当哩げることができま写

〈 〉

閣川合"ttl巾役同時児_.思へj

奈良市職員募集
家畏市.，‘録用候補奮を次の裏績でa・・します.有志'ふ
.，相周し惇tさん回

1・・"罵予定人員1
艦網棚融制に叫する舷同 ---1人

{隻願資格}

昭11l4l年4I! 2 11川 に'Lf Il 敏氏・6酬 をh て

」る人で 4''''への通勤合同町・ーな人.

【配脳同人健闘 できまぜん】

・!)j公備員法に定める欠僚条項に畝匂する人

一 日本酬を"しい人一一

一…
国 贈 しみ日目

"寒周既験1
錦 1，);試験-~113n引午網 9 時-，γI 市役所で筆記賦

酸続2次崎=!fIl的肘笹川に口遺訓(醐I'-' 1::'< 
I受験手続1
】刊附州市役所人開附割削抽割合

で鉱5貧民総毎朝と受験市込用紙を擁Lます '-' j; 

.慢で受験ゆ込用般の.'~をするこ左もできます
輔申込 S刊 IOH-241lCL. 11曜'"増〈印

字崎9時 守倹5時に市役所人事認で会"します
隊拘置で時lし込台渇rTll511羽 I!/，rm印4守備
【飢 唱。包1
命良市・・闘使用'iot，貨安飼会(，)j役所人事栂内 含 H
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. "・置の受舗衝を事.します

間帽…パゾコ川厳令劇団の作風イ"一本 J同電子ト同州"注目 4・畑 …初.(..1t<'l成人.

…削叫した人叫L品できません 砂醐帆テキスト lt[~1 醐内 "岡山 往復はがき』住

所氏名(ふ句が会}年鋤電宮前.号希賀会喝と開雀" コ ス.ザコ ス名を書いて 5月旬日必.で市役所情報

管理鍵 {門別別条大路市 rUi 1)".餌川盟主で記入"f， 人i同り，'料開縫合はその肘配入.
グル←プで申し込心地介In;fIの作所、氏名 智.陽電首香りを記入.参、渇合ほ繍. ，その他 各会場(:1.1.駐車渇が

ないため時"公共交通酬を柳川してほきい(油機関占引では.会場{跡、合同て (f!t<"I.

祭自市のホ-(;.べーヲを
制聞してください

市民のみ会さんが Lνつ

叫どこでも抑制吋

"を子ι人れる、ーとがで
き悼bliRI:吋111-<
.の幼"て掃作jする」と

をめさfして 昨年"'月か

ら奈良市Y ムペン r"，・
良市情緑ネ ノトjを開設し

まし犬。

これは 市附"11tに情報

...-.. 胴

船

を受伐する r~ll-<サ ピス?命保Jと 祭良市の鑑史 文化
などを鎖nのスタイルで紹介する"誌良市8')-ねヮとjか
ら偶成しています

剛健凶HlJlJ:豹2ω闘闘で情.していたホームペーンも
術fーな情線ページの4加改定や燭帯構Aトホームべージの

開肘ど'1:J.防組では和岨画と削1の憎岨tー

なってい奮す

また 5月か"Ii， :~Hnみんだより J をそのままイ

J タ 永ノトで袋悌ずる f合ACみんえよ町イノタ 干ヲ

ト阪」中"完良市例製織1<縄織す， 予定です.

今後も 「公良市情鰻ネ y卜H 允1起してい会ますので
どうぞ酬して〈ださい

l寮鹿市ホムペジUR L J hl1p~'"凶W“"-百，""".'0

デジタルキャッツ，a蝿"・...町 胃40-37151
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問 一IHll 6 U 

問 一，1<'" 6 H I肌

m則 一11000 611 
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ζの踊銅版到~íI'3 阿まで毎月関きます.
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~1IØItMi'J'i~ (これ5聞広明毎日酬を予定印刷
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市健所管34-1111関〒630-8580ニ最大路膏丁目，-，・健康のコ ナ
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保健色ンー吋一γ冒1一…
問 所c=…一丁目1 自 由
幽国検査セユター 剛町519-5回 3

- と~' " ，11811九午後2時 3時 ・
ところ…隊医鋼会メヂイカルセ~ f-

t・."''] ・a噌 岡 県広刷内県
自慢特瓜~ ..07.‘ Z Z 8， 0 2 
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2畑 λ ・軌跡 闘で市酬..

h・・mヘ 休日夜間の急病惨療.間一酬I叩-TlI
叫岡崎 3.，12281 噌桝

&..内約 4児科 ・.・崎鋼体目毎

"・ 製目与後l剛一 7時 l受付t左下傾，

1$1'-6・t1'l，Il.~ 1>阿川崎4
.刷6・・"受1m，ト..附宇一'!!!11!，附.
断 固・I暗 闘 酬 *，klUI -T 
目保健全ν， 内包 J.I-JI4~1

・岡 崎闘 経団削川崎午

刷附{創出午前情ト午後3附"

からだの悩みよろ'相続

(老人保健去に筆づく成人健』蹄額)

1"'1:っ、て舗みのある人"拘刷L
てU!'S、 医師l よる欄掬側副長が受 f

" jます $管省l健検7・tltl..tす
・ と~' " 5刈1.11j島守倹』同，防
・ところ...¥Hlt\開時宅~，/1I: jf同町 ・錆.

闘員人 ・・U込谷 一種請で市役的..

9・..へ

;tIJ'叫 ro歳以川村崎 trk:
悦.語紙糧需の人U鯖斜【申し込"It.

申L幽'" ..し込み…也舗で，H 11 
EまでI:dm:阪健康刷造現へ 砂その値
一繍.の他局限 繍術検金の必慢な人"

すみやかl受賞9眠、ま， 防備~.:， 1::"鳴

同憾の愉..受おされtcA.IJ必質ありま
せんま止得合的.中わ人通知千

衡を受け1人や繍税繍"な勺た人"
M 院 側"'て <f! ~， 

成人歯科健康相餓

.，斗色"が伺厳に.じZす告し.，
a槽般d同 人れ命令ど'"帽する4心配ご
とめある人li'l(l老に'創設Lで〈だ伺い

I耐と即日で~ f<j-.t 

惨とき ちIII1fH市崎町 .

とζ ろ 倣・，，~ ~ - . J;.-- ~人
岬凶み 叫で制~i'i..制止

自の健康相談日

開柏会が剛で凹ます
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